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専 門 委 員 会 開 催 状 況 に つ い て 

 
１ 専門委員会構成員  

                                      （敬 称 略） 

区  分 氏    名 現  職  等 

医学    繁 田 雅 弘 ※ 首都大学東京健康福祉学部長 

法律学    児 玉 安 司 ※ 弁護士（三宅坂総合法律事務所） 

社会学 芳 賀  学  ※ 上智大学総合人間科学部教授 

法律学・生命倫理学 後 藤 弘 子 千葉大学大学院専門法務研究科教授 

古 賀 信 憲 都立墨東病院長 

本 田 雅 敬 都立清瀬小児病院副院長 

藤 田   浩 都立墨東病院輸血科医長 
都立病院関係者 

 奥 野 喜美子 都立広尾病院看護部長 

※ 東京都立病院倫理委員会委員 

 

２ 開催状況  

 

区分 開催日 審議内容 

第 1回 平成 21 年 7 月 28 日 ○ 検討課題及びスケジュールについて 

○ 改定に当たっての検討事項について 

・年齢区分 
・心理的ケア 
・15 歳以上 18 歳未満で、患者が輸血を 
拒否、親権者が輸血を希望した場合の対応 
・妊婦への対応 
・相談機関 

  
第 2回 平成 21 年 9 月 1日 ○ 宗教団体への質疑による事実確認について 

  ※詳細は次頁 

○ 検討事項に関する方向性について 

・ ガイドラインの位置づけ 
・ 医師の法律的責任 
・ 年齢区分 
・ 妊婦への対応 
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３ 宗教団体への事実確認の概要 

 

○ 日時 

 平成 21 年 9 月 1日(火) 午後 6時～午後 6時 30 分 

〔第 2回専門委員会の前半で実施〕 

 

 ○ 出席委員 

   繁田委員長、児玉委員、芳賀委員、後藤委員、古賀委員、本田委員、藤田委員、 

奥野委員 

 

○ オブザーバー 

   土田 倫理委員会委員長 

 

○ 教団側出席者 

エホバの証人の医療機関連絡委員会 代表者 

 

○ 進め方 

    宗教上の輸血拒否の問題について、フリートーキングではなく、教団側の体制や対応 

など、委員会として確認したい疑問点について質疑し、回答をもらう形式で実施 

 

○ 主な質疑 

・協力医療機関への紹介実績はどのくらいか。 

 ⇒ 1 週間あたり数件程度である。  

 

・教団における心理的サポートの実施内容はどのようなものか。 

  ⇒ 地方ごとに会衆という組織が設置されており、長老や信者同士で精神面の 

サポートを実施している。 

 

・医療機関連絡委員会の具体的な役割はどのようなものか。 

⇒ 自分だけでは対処できない場合に、会衆の長老から医療機関連絡委員会へ連絡 

  が入り、委員会が協力医療機関との調整を実施している。  

 

・医療機関連絡委員会に寄せられる相談内容はどのようなものがあるか。 

⇒ 受入可能な医療機関に関する相談等がある。 

  


